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各機種ごとの取扱説明書に収納としていたものを 

止め、本説明書に集約した 
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第１０章 ソケット通信、追記 
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誤記修正 
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２００７年４月 

 

 

WebIO(E4)Longをマスターとし、 

スレーブ(DI0/8/8(E4)：１～６４台接続の場合は 

本解説書にて解説します。 

  

WebIO(E4)ｼﾘｰｽﾞをマスターとし、 

スレーブ(DI0/8/8(E4)：１～１６台接続のの場合は 

別冊の「WebIO(E4)ｼﾘｰｽﾞ解説書」を参照下さい。 

 

 

 １．０ 

 

 

２００７年１１月 

 

 

WebIOモニタソフトを要インストール形のソフト 

に変更 
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はじめに 

Web-I/O(E4)ｼﾘｰｽﾞを用いて、接点信号を伝送する場合、下記の表のように、２通りの組合せがあります。 

スレーブの数が１～１６台までの場合は、別冊の解説書「WebIO(E4)ｼﾘｰｽﾞ解説書」で記述します。 

 

スレーブの数が１～６４台までの場合は、マスターを（Ｅ４）シリーズから、（Ｅ４）Longに 

ファームウエアをUp-Gradeする必要があります。本「WebIO(E4)Long解説書」を参照下さい。 

 

（Ｅ４）シリーズのファームウエア：up_e4s（日付） 

（Ｅ４）Longのファームウエア：up_e4l（日付） 

で示されています。 

 

マスターだけが、（Ｅ４）シリーズ、または（Ｅ４）Longに変わるだけで、スレーブにつきましては、どちら

も、DIO-8/8(E4)です。（Longではありません） 

 

 

シリーズ名 
マスターになれる

機種 

マスター

の台数 

スレーブになれ

る機種 

スレーブ

の台数 

接点伝

送数 

マスター

が扱える

最大接点

数 

Web-I/O(E4) (E4)ｼﾘｰｽﾞ全機種 1～5台 (E4)ｼﾘｰｽﾞ全機種 1～16台 １～8点 64 

Web-I/O(E4)Long (E4)ｼﾘｰｽﾞ全機種 1～5台 DIO-8/8(E4) 1～64台 1点 64 
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第１章 パソコンとの接続と接点信号伝送の確認 

パソコンとユニットを接続してパソコンからのユニット確認と、E4シリーズの本来機能であるユニット間の接

点通信の確認をおこないます。 

１．１ パソコンとの接続確認 

パソコンとユニットをクロスケーブルで直結するか、ハブ経由で接続します。ユニットのIPアドレスは

工場出荷時に192.168.1.99が設定されているので、パソコンは192.168.1.xxの適当なアドレスを設定

します。ハブ経由で接続する場合は、他のネットワーク機器がこのIPアドレスを使ってないことを確認

してから行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンからユニットを確認する方法には、添付CD中の「インストーラ」、「Web-I/Oモニタ」とか「イ

ンターネット・エクスプローラ」のようなブラウザソフト等で行います。 

①「インストーラ」でのユニット確認 

「インストーラ」を起動すると「検索」ボタンのクリックで下図のような画面がでてユニットを確認で

きます。ソフトの起動はCD上の「インストーラ」をクリックするだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ユニット名称、番号、ID（ロータリースイッチの値）、IP アドレス、MAC

アドレス、接続状況の順にリスト表示されます。 

 

パソコンで「ファイヤーウォール」機能を有効にしている場合、「インストーラ」からの検索が出

来ない場合があります。この場合、とりあえず「ファイヤーウォール」機能を無効にするか、ファ

イヤーウォールの設定で、UDPプロトコルの30718,30719のポート番号を開放すれば「検索」機能

が有効になります。添付の「デモプログラム」、関数のInitialに於けるユニット検索機能も、同

様にファイヤーウォールの影響を受けるので注意ねがいます。 

Web-I/O(E4) 

IPアドレス：192.168.1.99 

パソコン 

IPアドレス(例)：192.168.1.80

クロスケーブル

又はハブ接続 

検索ボタン  DIO-8/8(E4) 3 1 192.168.1.99 00-00-F0-04-02-48 
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②「Web-I/Oモニタ」でのユニット確認 

「Web-I/Oモニタ」を起動し、「開始」ボタンをクリックするとユニットの名称、入出力の接点情報 

ＤＩ（入力接点のオン・オフの状態）が表示されます。またこの画面からユニットの出力接点ＤＯ

の制御（出力接点をオン・オフする）ができます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用のパソコンにVBのランタイムが入っていない場合、「Web-I/Oモニター」起動時にWindowsOS

からのエラーメッセージ「コンポーネント’mswinsock.ocx’またはその依存関係のひとつが適切に登
録されていません。・・」がでてソフトが起動されません。この場合 VB のランタイムをインスト

ールして下さい。 

 

③「Webブラウザ」ソフトでのユニット確認 

「ブラウザ」ソフトでhttp://192.168.1.99/をアクセスします。また「インストーラ」ソフトで「検

索」、リストのユニットを選択、「IP設定」からも「ブラウザ」が自動起動され、ユニットにアクセ

スします。その結果、下図のような本ユニットの情報画面が確認でき、ユニットの名称、スレーブが

登録されている場合はスレーブのリストが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ユニットの 

製品名称が表示される。 

入出力接点情報 出力接点の制御ボタン 

本ユニットの製品名称 

Web-I/O(E4)

ウェブの認証画面では単に「OK]をクリック。 
出荷時の設定ではユーザ名」「パスワード」とも設

定されていません。 
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１．２ ユニット間通信の確認  

本ユニットと通信する相手先のユニットを用意します。Web-I/O(E4)Long の場合、通信先には

DIO-8/8(E4)を選びます。 

 

①通信接続のための設定 

  2 台のユニットが用意できたら次に、次に通信接続のための設定をします。片方のユニットはデフォルト

設定（IP アドレスが 192.168.1.99）のまま使用。これがスレーブになります。もう片方のユニットがマ

スターとなります。設定は簡単で、マスター側のユニットのIPアドレスを例えば、192.168.1.90に変更、 

  通信先（スレーブ）のIPアドレスを192.168.1.99と指定するだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニットの設定は「ブラウザ」ソフトでhttp://192.168.1.99/server.html/ をアクセスした画面で行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スレーブ：設定変更なし 

IPアドレスは192.168.1.99 

をそのまま使用 

マスター： 

IPアドレスを192.168.1.90に変更 

イベント通知の項で、スレーブのIP 

アドレス192.168.1.99を設定 

必要項目設定後     をクリック 

 

次の画面で       をクリック 

１９２．１６８．１．９０に変更 

１９２．１６８．１．９９を設定 
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②Activeランプでの通信の確認 

設定が完了した後は、両ユニットをクロスケーブル又はハブ経由で接続します。先にスレーブの電源を入

れ、次にマスターの電源をいれます。数秒後マスター/スレーブ間の接続が成立しマスター/スレーブとも

にActiveランプが点灯します。電源投入の順序とかケーブル接続のタイミング等で、接続が成立するまで

に１分程度かかることがあります。なおこのActiveランプは通信相手側のユニットの電源を切ったり、接

続ケーブルをはずした場合も１分程度は点灯を保持しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスター/スレーブ間の通信接続の確認 

マスター:Web-I/O(E4) ｽﾚｰﾌ :゙DIO-8/8(E4)

Activeランプ点灯で通信接続の確
認ができる 

DIO-8/8(E4)、 DIO-8/8(E4)P DIO-8/8(E4)、DIO-8/8(E4)P

CH0の0ビット目の接点入力 
を－Vをショート（オン） 
ユニットがP付きでない場合は 
+V,－V間に１２～２４Vの電源
を供給しておく

このCH0の 
0ビット目の 
ランプ点灯で 
接点の伝送が 
確認できる 

CH1の0ビット目の接点オンはテスター
の抵抗レンジで-Vとの間の抵抗を計り
ショートを確認する 
ユニットがP付きでない場合は+V,－V
間に１２～２４Vの電源を供給しておく 

テスタ 

③DIO系ユニット確認例（図は、DIO-8/8(E4)PとDIO-8/8(E4)Pの組合せ例） 
接点入力が通信相手の接点出力に通知されます。DIOの場合は接点入力/出力のいずれも
有するので相互に接点情報が交換されます。 
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④「Web-I/Oモニター」での確認 

「Web-I/O モニター」を使い実接点を入力する代わりにソフトから仮接点を入力し、通信先側の出力接点を同

じく「WEB-I/Oモニター」を使って確認することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮入力接点オン 接点出力確認 

仮接点入力（ソフトから入力） 接点出力（ソフトで確認）
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第２章 接点伝送システム構築例 

マスターを２ユニット、スレーブを３ユニット使用した接点伝送のシステムを構築します。マスター、スレー

ブ共には DIO-8/8(E4)を使います。遠隔の３つのスレーブの接点入力信号はそれぞれ両マスターに送らます。ま

た両マスターの接点入力信号は共通にスレーブに送られます。両方のマスターはスレーブに対して接点出力信号

を送るが、これらはスレーブでオアがとられて接点出力される。これはスレーブの持つ接点信号はいずれのマスタ

ーからも共通に制御出来ることを意味します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

1

1

1 

1 
1 

1
1

1

1

1

1

1 

1 

1 

1 

1 

1 

3 

3 

3 

3 

マスター:DIO-8/8(E4)

マスター:DIO-8/8(E4)

スレーブ:DIO-8/8(E4) 

スレーブ:DIO-8/8(E4) 

スレーブ:DIO-8/8(E４) 

3本の接点入力は1本ずつ 
スレーブに送られる。 
各スレーブからの1本の接点 
入力はまとめて3本になり 
マスターから接点出力される。 
 

3本の接点入力は1本ずつ 
スレーブに送られる。 
各スレーブからの1本の接点 
入力はまとめて3本になり 
マスターから接点出力される。 
 

8本の接点入力の先頭ビットだけがマスタ
ーに送られる。 
両マスターからの接点入力はオアがとら

れて接点出力される。 

マスターｘ２、スレーブｘ３システム
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次の設定でシステムの構築ができます。 

各マスター、スレーブ共に設置されるネットワーク環境に合わせて、IPアドレス、サブネットマスク、ゲート

ウェイを設定します。次にマスターから対応させるスレーブのIPアドレスと情報伝送のビット数を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スレーブ:DIO-8/8(E4) 

スレーブ:DIO-8/8(E4) 

スレーブ:DIO-8/8(E4) 

IPアドレス 

サブネットマス

ゲートウェイ

マスター:DIO-8/8(E4)

スレーブ指定

192.168.1.90

255.255.255.0

192.168.1.1

192.168.2.90,192.168.2.91,192.168.2.92

IPアドレス 

サブネットマス

ゲートウェイ

スレーブ指定

192.168.1.91

255.255.255.0

192.168.1.1

192.168.2.90 

255.255.255.0 

192.168.2.1 

192.168.2.91 

255.255.255.0 

192.168.2.1 

192.168.2.92 

255.255.255.0 

192.168.2.1 

192.168.2.90,192.168.2.91,192.168.2.92,,,,,2

マスター:DIO-8/8(E4)
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   マススーとスレーブ間の接点対応は以下のようになります。 

 

 
スレーブに矢印が 2 本入ってい

るところは両方のマスターから

制御がかかる接点です。 

各スレーブのCH0の0,1ビット目

は両マスターからのＯＲ(オア)

信号となります。 

マスターで最初に指定されたスレー

ブ:DIO-8/8(E4) 

CH0-2

CH0-1

マスター:DIO-8/8(E4) 

CH0-0

入力接点 

CH1-2

CH1-1

CH1-0

出力接点 

CH0-2

CH0-1

マスター:DIO-8/8(E4) 

CH0-0

入力接点 

CH1-2

CH1-1

CH1-0

出力接点 

CH1-0

CH0-0 入力接点 

出力接点 

CH1-0

CH0-0 入力接点 

出力接点 

CH1-0

CH0-0 入力接点 

出力接点 

マスターで２番目に指定されたスレー

ブ:DIO-8/8(E4) 

マスターで３番目に指定されたスレー

ブ:DIO-8/8(E4) 

マスターの入力接点は指定した

スレーブの順に１接点ずつスレ

ーブに分配されます。 

スレーブの入力接点は、指定した

スレーブの順に１接点ずつマス

ターに集められ接点出力されま

す。 
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第３章 機能説明 

Web-I/O(E4)シリーズはユニット間通信のためのマスター、スレーブ機能を持ちます。UDPでのイベント通知を

最初に出す側がマスターになります。スレーブはマスターからの接続で自身がイベント通知する先のマスター

を知ります。UDPでのイベント通知はマスター/スレーブ共に、周期的にと、イベント発生時（ユニットの入力

接点変化時）に行われます。 

出荷時はスレーブに設定されています。ユニットの設定項目のイベント通知で通信先のIPアドレスを設定する

と、マスターとして動作します。通信先のIPアドレスの項目をブランクであればスレーブとして動作します。

マスター、スレーブのいずれの場合も、パソコンからユニットへのアクセスが可能です。 
３．１ スレーブ機能 

①マスターからのイベント通知の受付、マスターリストの作成 

出荷時の状態、即ち通信先のIPアドレスが設定されてない場合はスレーブとなります。スレーブはマ

スターからの接続要求を待ち、要求があれば自らのマスターとして登録します。スレーブは最大５箇

所からのマスターに対応できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②定期＆イベント発生時のマスターへの接点情報通知 

イベント発生時（入力接点の状態が変化したとき）に登録したマスターに対して接点情報を通知しま

す。また定期的に接点情報を通知します。スレーブが接点情報を持たないユニット（DO系のユニット） 

の場合もこの通信は行われます。 

 

 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ:DIO-8/8(E4) 
周期的＆イベント発生時 
接点情報をUDP送信 

マスターのリスト 

マスターの登録 

マスターからのイベント通知の受信 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4)

マスターリスト 
最大５マスター

最大５マスター

最大５台のマスターとの通信

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 
定期＆イベント発生時接点情報知 

マスターリスト 

 イベント通知

接点出力 接点入力 
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    マスターへの通知情報はマスター毎に保持され、通信遅延による誤送信を防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③イベントの検知 

１０msの高速で信号変化を検知し直ちにマスターに発報します。１０ms未満のパルス的な入力信

号の変化には応答しません。複数のマスターにイベント通知をする場合、マスターへの通知は10mS

ずつずれて行われます。通信経路が理想的であっても最大50mSの遅れでスレーブに通知されます。 

   また同一マスターに対しての発報間隔は最小30mS 秒に制限しているため、周期60mS 秒以内の繰

り返し変化には対応できません。これらのことがあっても10mS以上の単発の信号入力を見逃すこ

とはなく、マスターに通知されます。 

 

④マスターからの接点情報の受信 

本ユニットが出力系（DO、DIO系）の場合、複数のマスターからの発報はそれぞれスレーブ内で記

憶し、これらのＯＲ(オア)とられて最終接点出力されます。これはどのマスターからもスレーブ

の接点出力をオンすることが出来ることを意味します。最終接点出力をオフするには、すべての

マスターからの発報情報がオフである必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ:DIO-8/8(E4) 

マスターからの 
接点情報 

接点出力 オア 

マスターからの接点情報の処理 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 
接点信号変化で

接点情報通知 

接点入力 

マスター毎への接点通知情報 
通信中は保持されます 

マスター毎への接点通知情報 



WebIO(E4)Long解説書Ver1.0(071225) 14 

⑤通信監視機能 

マスターはスレーブに対して定期的（デフォルトは 1 分周期）に通信を行います。スレーブは通

信を監視し、あるマスターからの通信が無くなるとそのマスターの登録を削除し、そのマスター

から通知された接点情報をクリアします。またすべてのマスターからとパソコンからの通信を全

く受け付けなくなった場合、ユニットをリブートします。この機能により、通信異常他トラブル

が発生した場合も自動復帰します。設定でリブートしない選択も可能です。パソコンからの通信

も通信監視の対象になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥パソコンからのアクセス 

マスターと接続中のスレーブに対してパソコンからのアクセスも可能です。接続可能なマスタ

ーとパソコンの合計は５台です。パソコンからスレーブの入力接点情報(オン・オ状態)を読込

み、スレーブの出力接点の制御（接点のオン・オフ）が可能です。２台のパソコンからのアク

セスが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 

マスターリスト 

通信の監視で無通信検知の場合、マスターの登録削除 

登録削除

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 

通信の監視で全マスターからの無通信検知の場合、リブート 

リブート

パソコンから入力接点情報の読込み、出力接点の制御 

スレーブ：DIO-8/8(E4) 

接点入力 

接点出力 
パソコンやマスターからの

出力指令のオアが取られ

ます

マスター
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[Web-I/Oモニタ]でパソコンからスレーブの出力接点状態のモニターと、スレーブへの擬似接点

入力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらは弊社で用意した関数を利用して可能です。これを使った弊社「サンプルアプリケーショ

ン」からのアクセスも可能です。直接TCPの通信のプログラムを組み行うこともできます。 

 

⑦マスターとの接点情報交換 

スレーブはマスターに対してスレーブの持つ全接点情報を通知するが、マスターはこのうち最初の 1

ビットしか使いません。同様に、マスターはスレーブに対して１ビットだけを使います。 

 

 

３．２ マスター機能 

①スレーブとの通信機能 

ユニットの設定項目のイベント通知で通信先のIPアドレスを設定すると、マスターとして動作し

ます。通信先のスレーブは最大６４箇所まで設定可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

接点出力 
マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 

定期＆ 
イベント発生時 
接点情報通知

イベント通知 

イベント通知 
スレーブのIPアドレス 

最大６４スレーブ 
設定項目

接点 
入力 

接点出力 

パソコンから疑似接点入力の出力、出力接点の確認 

スレーブ：DIO-8/8(E4) 

接点入力 
パソコンから擬似的に 
入力できる 

接点出力 
パソコンからモニター 
できる 

マスター

疑似接点入力の出力、出力接点の確認 

入力接点情報読込、 
出力接点制御 
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②通信の監視 

接続の取れているスレーブからの通信を常に監視し、通信が無くなれば一旦スレーブ無しと判断、

そのスレーブから通知された情報をクリアします。また全スレーブとパソコンからの通信を全く

受け付けなくなった場合、ユニットをリブートします。この機能により、通信異常他トラブルが

発生した場合も自動復帰します。設定でリブートしない選択も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 
１ビットずつ接点

情報通知 

マスターの入力接点情報は１ビットずつスレーブに分配通知 

イベント通知 
ビット数 

最大６４スレーブ 
設定項目

接点 
入力 

接点出力 
１接点のみ有効 

接点出力 
１接点のみ有効 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 

スレーブの接点情報を１ビットずつ集めて接点出力 

イベント通知 
ビット数 

設定項目

接点出力 
スレーブから１ビットずつ

の接点情報を集めて出

力 
 

接点入力 
１接点のみ有効 

接点入力 
１接点のみ有効 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8(E4) 

通信の監視で全スレーブから無通信の場合、リブート 

マスター・リブート 
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③パソコンからのアクセス 

パソコンからマスターに対してのアクセスも可能です。これはマスターの入出力接点にアクセス

するのではなく、マスター経由でスレーブにアクセスすることになります。[Web-I/Oモニタ]でパ

ソコンからマスターの出力接点情報をアクセスすることにより、スレーブからマスターに通知さ

れてきた入力接点情報(オン・オ状態)を読込むことが出来ます。またパソコンからマスターの仮

接点入力へのアクセスで、スレーブの出力接点の制御（接点のオン・オフ）が可能です。 

 

 

 

最大２台のパソコンからのアクセスが可能です。マスターの疑似接点入力の制御も２台のパソコ

ンから可能で、２台のパソコンからの出力のＯＲ(オア)をとって疑似接点入力とします。 

パソコンからの通信も通信監視の対象で、通信が無くなれば、そのパソコンからの出力はオフと

みなします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機能は直接TCP 通信のプログラムを組みことにより可能です。本ユニットがDIO 系（DIO-8/8、

DIO-16/16、DIO-32/32）の場合のみ、弊社で用意した関数を利用して可能です。これを使った弊

社「サンプルアプリケーション」からのアクセスも可能です。 

 

      

接点出力 

パソコンからマスター経由でスレーブの接点情報監視と接点制御 

マスター：Web-I/O(E4) スレーブ：DIO-8/8(E4) 

接点出力 

接点入力 

接点出力 

マスター:Web-I/O(E4) 

パソコンからの 
接点情報 

疑似接点入力 
オア

スレーブへ 

パソコンからマスターへ疑似接点入力を出力 
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④スレーブとの接点対応 

      マスターの接点は１ビットずつ各スレーブに対して対応付けされる。対応付けの順はスレーブの

IPアドレスを設定した順になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CH0-5

CH0-4

CH0-3

CH0-2

CH0-1

CH0-0

DI/ 
DO 

CH7-7

CH7-6

CH7-5

左図の最下位位置から１ビットずつスレーブ

の接点に対応づけられる。 

１番目に設定されているスレーブ 

２番目に設定されているスレーブ 

３番目に設定されているスレーブ 

マスター
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３．３ 通信切断からの復帰 

  通信経路の異常とかマスター、スレーブの電源一時切断等があった場合、マスター/スレーブ間の通信は一

時的には成立しなくなりますが、必ず適当な時間内（デフォルトで約1分強）に復帰します。 

①短時間の通信経路切断 

マスターとスレーブ間の接続のための通信経路に異常があり、短時間だけ接続が切れた場合。切断

時に通信状態で無い場合は、とくに問題なくマスター/スレーブの処理は継続されます。また丁度通

信が行われる瞬間に経路切断があった場合、状況で接続のリトライが行われるか、通信監視機能が

効いて、一旦マスターまたはスレーブのいずれかが又は両方がイベント通知先の存在無しと判断す

る場合があります。マスターは次の定期周期で通信を試みるので、このとき通信経路が回復してお

れば、マスター/スレーブの関係は復帰します。 

 

 

②一般的な通信経路切断 

マスターから定期的にスレーブに対して接続を試みるので、通信経路が復帰すれば、その後接続が

成立します。スレーブはマスターからの通信が来ないので経路切断状態では周期的にリブートがか

かった状態になります。ただし他のマスターとの通信が成立している場合とか設定でノンリブート

にしておくとリブートはかかりません。 

マスターも経路切断状態でスレーブが複数ユニットとの通信がすべて出来ていない場合、周期的に

リブートがかかります。リブートの後、全スレーブに対して通信を試みるので、通信経路が復帰し

ておればマスター/スレーブの関係はは復帰します。 

 

 
③マスターの電源切断、再投入 

マスターは電源投入時に全スレーブに対して通信を試みます。通信経路とスレーブに異常が無けれ

ば直ちに接続は成立します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8 (E4) 

通信経路の瞬断は一般に直ちに復帰、場合により定期通信周期経過後復帰

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ: DIO-8/8 (E4) 

通信経路切断の場合、最長マスターの定期通信周期経過後復帰 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ:DIO-8/8(E4)

マスターの電源瞬断の場合、マスター/スレーブの関係はただちに復帰



WebIO(E4)Long解説書Ver1.0(071225) 20 

④スレーブの電源切断、再投入 

マスターでスレーブの異常を検知するのに最悪で通信監視の時間（デフォルトで70秒）かかります。 

スレーブ異常を検知した後、直ちに再接続を試みるので、この時点でスレーブの電源が再投入され

ておれば直ちに接続は復帰します。 

 

 

 

 

 

 

３．４ ハードウェア・ウォッチドッグ・タイマー監視 

   温度、ノイズ、場合によってはソフトウェアの不具合等でＣＰＵが暴走した場合、５秒のハードウェア・

ウォッチ・ドッグ・タイマーの監視により、ＣＰＵリセットがかかります。 

 

 

マスター:Web-I/O(E4) スレーブ:DIO-8/8(E4) 

スレーブの電源瞬断の場合、接続は通信監視時間経過後復帰 
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第４章 ユニットの設定 

４．1 設定内容 

ユニットの設定項目にはIPアドレス、サブネット・マスク、デフォルト・ゲートウェイ、イベント通知の

設定があります。 

 

①IPアドレス 

 例として、マスターのWeb-I/O(E4)Long に、192.168.1.90 を設定します。スレーブにDIO-8/8(E4)４台

を接続すると仮定しますと、 

  

１台目のDIO-8/8(E4)に、192.168.1.99、２台目のDIO-8/8(E4)に、192.168.1.98、 

３台目のDIO-8/8(E4)に、192.168.1.97、４台目のDIO-8/8(E4)に、192.168.1.96 と仮定しますと 

それぞれの、スレーブユニットに上記ＩＰアドレスを設定します。 

 

②サブネットマスク 

 デフォルトは、255.255.255.0 で、このままでＯＫです。 

 

③ゲートウェイ 

 デフォルトは、192.168.1.1 で、このままでＯＫです。 

 ルータを越えてマスターとスレーブの関係を構築する場合、状況に合わせ、設定下さい。 

 

④イベント通知：マスターWeb-I/O(E4)Long のみに設定必要（スレーブには、設定不要） 

ここに、スレーブとなる、DIO-8/8(E4)のIPアドレスを設定します。 

上記、１．の例のように、４台接続であれば、 

192.168.1.99,192.168.1.98,192.168.1.97,192.168.1.99.96  の設定でＯＫ。即ち、 

ＩＰｱﾄﾞﾚｽ４つを「，」で区切って入れる。 

 

スレーブのIPアドレスの記入は以下のような省略設定が可能です。 

 例１  192.168.1.99,.98,.97,.96 ＝ 192.168.1.99,192.168.1.98,192.168.1.97,192.168.1.96  と同じ 

 例２  192.168.1.95,.2.99,.3.98    ＝ 192.168.1.95,192.168.2.99,192.168.3.98  と同じ 

例３  192.168.1.90,.221.2.91,.223.3.92 ＝ 192.168.1.90,192.221.2.91,192.223.3.92 と同じ  

   

 

 

スレーブのDIO-8/8(E4)ﾕﾆｯﾄには「ｲﾍﾞﾝﾄ通知」設定不要。 
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● 多数のスレーブのIPアドレス設定の具体的な方法 
 

   一度に64 台のスレーブを登録できないため、10 台程度の数に分割して登録していきます。登録された

スレーブはWeb画面の「info」の画面で確認できます。スレーブを追加設定する毎に「info」画面で確

認します。その後、再度、「IP Address」を押し、この画面で追加設定します。 

    

以下の⑤～⑨の設定は、スレーブをすべて登録した後に設定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   下図は登録の確認画面です。「Info」を押すと、でます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 一旦、設定したIPアドレスを変更する場合は、一旦全て、Resetして、最初からやり直す必要がありま
す。「イベント通知」に、 Ｒ （ResetのR）を記入後「save」[reoot]します。これで、全てクリア

されますので、再度、「IP Address」を押し、「イベント通知」の R を消し、上記手順で、再度設

定します。 

 

● 「マスター」～「スレーブ」システム稼動中に、スレーブ追加などで、IPアドレスを再設定する場合、
「マスター」はスレーブとの伝送に忙しく、インストーラなどの検索に応答できない場合があります。

この場合、稼動システムを一旦停止し、「マスター」ユニットの側面にあるロータリーＳＷの１桁目を

「Ｆ」にすると、「マスター」は伝送を中断し、インストーラからの呼び出しに応えます。この状態で

設定下さい。逆に、稼動中の、ロータリーＳＷの１桁目を「Ｆ」の設定は避けて下さい。 

192.168.1.90,.91,.92,.93,.94,.95 

の追加登録 

記入後「save」[reoot]します。 

上図での登録の確認をします。 

追加登録を繰り返しスレーブの必要台数分 

登録します。 
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⑤ポート番号 

  使用するポート番号を入力します。マスターへ接続するためと、自らが接続を受け付けるためのポート番

号として使用されます。設定なければ、デフォルトの 10001 が使われます。 

  ポート番号を、仮に、「10002」とすると、入れる場所は、上の例では、 

  マスターは、 192.168.1.99,192.168.1.98,192.168.1.97,192.168.1.99.96，10002 

  スレーブでは、「ｲﾍﾞﾝﾄ通知」に、「10002」のみを設定すれば良い。 

 

以上の設定でＯＫですが、他の項目につき、次ページに他の設定項目を説明します。 

これらの項目は、特に設定しなくとも、ﾃﾞﾌｫﾙﾄにて動作しますので、全く問題ありませんが、必要が出て

きた場合は以下をご参照下さい。 

 

⑥定期通信周期インデックス 

  マスターの場合は、ここに設定された周期でスレーブへの接続要求が出され、接続が成立した後は定期の

情報通知の周期に用いられます。スレーブの場合は定期の情報通知の周期に用いられます。 

  設定なし、又は０：１分、１：３０秒、２：２分、３：５分、４：１０分、５：３０分 

            デフォルト、設定無しは１分。 

⑦通信監視時間インデックス 

  マスターならスレーブからの、スレーブならマスターからの通信監視をこの監視時間を使って行います。

設定時間は定期通信周期インデックスの場合と同じですが、同じ番号を設定した場合、若干１０秒程度長

めの時間が使われます。ＰＣからのアクセスも同じ時間で通信監視されます。 

  この設定は通信相手の定期通信周期インデックスと同じか、それよりも大きい値を設定します。 

  設定なし、又は０：１分１０秒、１：４０秒、２：２分１０秒、３：５分１０秒、４：１０分１０秒、 

５：３０分１０秒  デフォルト、設定なしは約70秒。 

 

⑧通信異常時処理＆出力モード 

  Ｄ の入力はマスターのユニットが出力接点を持っている場合、最終ビットからスレーブの数だけのビッ

ト数に、スレーブとの接続がとれているかどうかの情報を接点出力します。但し、スレーブの数だけ

のビット数は通常用途で使えなくなります。 

  Ｎ の入力で無通信検知のリブートはしません。 

  Ｈ の入力により無通信検知時にデジタル出力状態をリセットせず保持します。 

  Ｘ の入力により通信データのCRCチェックをしません。 

            デフォルト、設定なしは、上記処理実行せず 

上記７、８項の２つを、１つの枠に入れる。例えば、２ＨＮ と入れれば、通信監視：２分１０秒、 

通信異常時、ﾘﾌﾞｰﾄなしで出力は保持となります。 

 

⑨リトライ回数 

  スレーブへの通信接続が出来なかった場合、５秒間隔でこの回数リトライします。 

            デフォルト、設定なしは３回。 

⑩ビット数 

  (E4)Longの場合は、ｽﾚｰﾌﾞとの伝送は１ビット固定ですので、設定の必要なし。 

上記のまとめ 

マスター：Web-I/O(E4)Long・・・スレーブ側も同様です 

  ｽﾚｰﾌﾞ IP ｱﾄﾞﾚｽ ， ， ， ，  

 

ｽﾚｰﾌﾞへのﾘﾄﾗｲ回数（９項） 

通信監視ﾀｲﾏｰとﾓｰﾄﾞ（７、８項を１つの枠に入れる） 

ｽﾚｰﾌﾞへの定期通信周期（６項） 

ﾎﾟｰﾄ番号（５項） 
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４．２ 設定方法 

ＰＣから「ブラウザ」ソフトを使ってユニットに接続し、設定を行います。ユニットのＩＰアドレスが

192.168.1.99であればhttp://192.168.1.99/server.html に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定項目はこの画面上ですべて設定できます。 

本ユニットをマスターとする場合、64台までのスレーブユニットが登録できます。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web-I/O(E2) 

「ブラウザ」からユニットにアクセス 

必要項目設定後     をクリック 

 

次の画面で をクリック

イベント通知、通信監視設定 

１．IPアドレス 

２．サブネットマスク 

３．ゲートウェイ 

４．イベント通知、通信監視 

 ■スレーブのＩＰアドレス 

 ■ポート番号 

 ■定期通信周期インデックス 

 ■通信監視時間インデックス 

 ■通信異常時処理＆出力モード 

 ■リトライ回数 

 ■ビット数（設定不要） 
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  スレーブの登録方法 

  前頁の設定項目の「イベント通知」でスレーブのIPアドレスを追加登録していきます。一度に64台のス

レーブを登録できないため、10台程度の数に分割して登録していきます。登録されたスレーブはWeb画面

の「info」の画面で確認できます。スレーブを追加設定する毎に「info」画面で確認します。 

  登録内容を修正したい場合はイベント通知の項に“C”を入力して「save」、「reboot」して登録内容をク
リアして再度、登録していきます。 

  スレーブの登録以外の設定は、スレーブをすべて登録した後に設定します。 

 

 スレーブのIPアドレスの記入は以下のような省略設定が可能です。 

  例１      192.168.1.90,.2.50       192.168.1.90,192.168.2.50と同じ 

  例２   192.168.1.90,.167.2.80     192.168.1.90,192.167.2.80と同じ 

  例３   192.168.1.90,.91,.92,.93    192.168.1.90,192.168.1.92,192.168.1.93と同じ 

 

  下図は登録例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   下図は登録の確認画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

192.168.1.90,.91,.92,.93,.94,.95 

の追加登録 

記入後「save」[reoot]します。 

上図での登録の確認をします。 

追加登録を繰り返しスレーブの必要台数分 

登録します。 
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第５章 ファームウェアの更新 

   「インストーラ」を使用してユニットの中に組み込まれたファームウェアの更新が可能です。 

ファームウェア更新により、最新バージョンのファームウェアへの更新が可能です。またファームウェアの

更新で機種の変更も可能です。但し更新出来ない場合もあり、基本的には同一機種内でのバージョンアップ

とお考え下さい。 

 

５．１ 更新手順 

以下にの手順でファームウェアの更新を行います。 

「インストーラ」ソフトを起動後、「検索」－＞更新対象のユニット選択―＞「実行」－＞「オプショ

ン」－＞「ファームウェアリカバリ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にファームウエア更新画面で更新ファイル名を入力します。IPアドレスの部分には先に選択したユニ

ットのIPアドレスが入力済みになっています。最初に「検索」をしないで「実行」－＞「オプション」

－＞「ファームウェアリカバリ」で直接ファームウェア更新画面を出した場合は IP アドレスの部分が

空欄になっているので、ここで入力します。IPアドレスは0を省略せず、ドットは省略して１２桁の数

値で入力します。ファイル名は「ファイル選択」から更新ファイルを選びます。 

次に「更新」クリック、数秒で更新しユニットはリブートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．｢実行｣ 

「オプション」 

「ファームウェアリカバリ

ー」クリック 

１．「検索」

２．更新対象

のユニット

選択 

「更新」クリックでファー

ムウェアが更新され数秒後

にリブート 

IPアドレスの入力
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５．２ 機種情報 

下図は機種とバージョンの情報で、これを参考に必要ならばV.UPを行って下さい。水色の部分が現在 

２００７年４月時点での有効なバージョンです。基本的には上位互換で V.UP をしており、現在お使いの

ファームウェアをV.UPの必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Web-I/O(E4)とWeb-I/O(E4)Longの相違は、ﾌｧｰﾑｳｴｱの、ｅ４ｓ、ｅ４ｌの区分です。  

   

    更新上の注意事項： 

インストーラ表示で製品型番の後にドットが付いていないか、ドットが一つ付いている製品間ではファ

ームウェアの更新が可能で、製品変更ができます。またドットが二つ付いている製品間でもファーフウ

ェアの更新が可能です。ドットの数が異なる製品あるいはバージョン間でのファームウェア更新はでき

ません。また Web-I/O(E4)シリーズと他シリーズ間でのファームウェア更新も出来ません。間違って行

った場合は工場での再書き込みが必要になりますので十分注意して行ってください。 

 

５．３ ファームウェアバージョンの確認 

  ファームウェアのバージョンは「ブラウザ」上で確認できます。 

 

 

 

 

３．選択、クリック

v.060420がバージョンとなります。

060420は日付でファームウェア更新

ファイル名を構成する日付と対応し

ます。 

シリーズ名 

Web-I/O(E) 

Web-I/O(E2)

インストーラ

での表示 

DIO-8/8(E)

DIO-8/8(E).

DIO-8/8(E) e

 

DIO-8/8(E2)

DIO-8/8(E2)..

DIO-8/8(E).

DIO-8/8(E2).

仕様 

旧機種（V.UP不可） 

従来機種 

DI/DOの出荷バージョン 

 

従来機種 

出荷バージョン. 

DI/DO以外の出荷バージョン、従来(E)のV.UP用 

従来(E2)のV.UP用 

更新ファイル 
フォルダ 

－ 

WebIO(E) 

 

WebIO(E2) 

WebIO(E2)_L 

Web-I/O(E4) DIO-8/8(E4).. 出荷バージョン WebIO(E４)内 
ｕｐ ｅ４ｓ日付

Web-I/O(E4)
Ｌｏｎｇ 

DIO-8/8(E4).. 出荷バージョン WebIO(E４)内 
ｕｐ ｅ４ｌ日付け 
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第６章 工場出荷時設定への復帰 

設定変更やパスワード忘れ等で、パソコンとユニットが接続出来ない状態になった場合、下記の方法で、工

場出荷時の設定に戻すことができます。 

 

１） ユニットのＩＤ番号設定スイッチの一桁目を「Ｆ」に設定する 

２） ＡＣアダプタ１を接続し、ユニットに５Ｖ電源を供給する 

３） ５Ｖ電源供給開始後、３秒以内（この間ユニットのActive ランプが点灯） に上記、ＩＤ番号設定

スイッチの一桁目の「Ｆ」を、「Ｆ」以外に変える。 

 

 数秒後にユニットはリブートして出荷時状態に戻ります。 

 

第７章 環境設定 

パソコンからユニットをアクセスする場合にこの設定が必要になうことがあります。パソコンからアクセスす

るための弊社「関数」、これを利用した「デモソフト」、「アプリソフト」、「インストーラ」等のソフトか

らユニットアクセスする場合、ユニットとパソコンが同一セグメント上にある場合は問題ありませんが、ユニ

ットとパソコン間にルータが介在する場合に本章の設定が必要です。 

ユニットの存在を弊社ドライバソフトに知らせるためにwebio.iniファイルを用意します。このファイルには 

ソフトウェアによってアクセスしたいすべてのWeb I/OユニットのIPアドレスがリストの形で格納されてい

ます。ドライバはこのファイルを参照してネットワーク上のWeb I/Oユニットの存在を知ります。 

パソコンとWeb I/Oユニットが同一セグメントに置かれた場合、即ちパソコンとWeb I/Oユニットがきわめ

てローカルなネットワーク上で使用される場合、パソコン側からは他の機能で容易にWeb I/Oユニットの存在

を検索することができるためこのようなファイルはは不要です。 

以下の２つの方法でwebio.iniファイルを作成できます。 

 

７．１ 「インストーラ」による方法 

[インストーラ]ソフトを起動し[unit追加]ボタンをクリックします。 

 IPアドレスの設定ウインドウが現れるので、ここで使用するユニットのIPアドレスを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．クリック

２．IPアドレ

スを入力 

３．クリック
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[確定]ボタンをクリックするとリストにIPアドレスが追加されます。 

 同様のユニットの追加をくりかえします。設定した２個のIPアドレスがリストにでます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで[保存]をクリック、webio.iniファイルに保存します。 

このフ ァイルはテ

キスト形式で[メモ 帳]で開く

と以下のように保存 されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で作成したファイルをWindowsシステムフォルダに格納ください。 

(例：Windows2000の場合、C:¥WINNTフォルダ内に格納、WindowsXPの場合、C:¥WINDOWSフォルダ内に格納) 

Web I/OのDLLソフトは起動時にこのファイルを参照してWeb I/Oユニットの検索動作をおこないます。 

[ファイルの先頭の数字] ：１に変更し、システムフォルダに格納ください。 

     ０：ブラウズ(ブロードキャストパッケット)による検索 

       ファイルのリストは意味を持ちません。 

     １：ファイルの内容を反映 

     ２：ファイルの内容を確認後、ブラウズによる検索 

 

ファイルが存在しない場合はブラウズによる検索です。 

 

 

 

 

７．２ [メモ帳]等でwebio.iniファイルを作成 

  [インストーラ]で作成したファイルのフォーマットにならい使用するユニットのIPアドレスを列記 

します。 

 

確 認 
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第８章 ソフトウェアの使用方法 

Web-I/Oシリーズの各ユニットは以下の添付ソフトウェアおよび「Webブラウザ」からアクセスが可能です。 

８．１「インストーラ」 

 主としてユニットの検索、ファームウェアの更新（アップグレード）とユニットの設定変更のためのWeb画

面へのアクセスに使用します。UDP のプロトコルを用いユニットを検索します。パソコンとユニットが同一

のネットワークセグメント上にある場合は、「検索」により容易にユニットの確認ができます。 

 ユニットがパソコンと同一セグメントに無い場合、すなわちルータを越えたところのユニットをアクセスす

る場合は、対象ユニットの登録ファイルを作成してからアクセスします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファームウェア更新に関しては第５章ファームウェア更新を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

ユニットを

検索 

リストからユニットを選択、

「IP設定」でユニットのWeb

画面にアクセス 

リストのユニット

へアクセス可能か

どうかの確認 

このリストへは 

１． 「検索」の結果 

２． 「ユニットの追加」の結果 

３． ユニットのリストを「開く」

の結果がリストアップされ

る 

 

保存してあるユニ

ットのリストを「開

く」 

リストの内容を

「保存」 

リストにユニッ

ト（IPアドレス）

を「追加」 

この番号はデバイス・ナン

バーでI/O の区分に対応し

た番号 

3はDIO-8/8の意味 

この番号はユニット ID で

ユニット側面のロータリス

イッチの値 
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８．２「デモプログラム」 

 ユニットを入手時に手軽に接点の入出力動作を確認するためのソフトウェアです。ユニットの検索はパソコ

ンと同一セグメントのネットワーク上のものに限られます。前章の環境設定を行えば、ルータを越えたユニ

ットへもアクセスできます。「デモプログラム」では対象のユニットの種類（製品）毎に端子台あるいはコ

ネクタ対応の画面が表示されます。この画面上で入力接点情報のがモニターでき、また出力接点のオン・オ

フ制御ができます。 

 下図はDIO-8/8(E4)がネット上に２台検索された場合の例です。 

 「デモプログラム」で下図の様に表示させるにはユニットの側面のロータリースイッチの値（ユニットID）

に２台別々の0-Fの値を振ります。例えば0と1。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユニットを複数検索した場合、「Demo」画面ではユニットIDの一番若いユニットが対象になっています。 

 別のユニットの「Demo」画面を出したい場合は、一旦「Demo」画面を閉じ、「Monitor」画面で見たいユニッ

トをクリックすると、そのユニットの「Demo」画面が現れます。 

 同じユニットIDを複数個検索した場合は重なった形のユニットの絵が一つ出てくるだけです。 

 ユニットが検索出来ていないときはユニットの絵の入っていない「Monitor」画面が出ます。また「Demo」画

面は出ません。 

 

 

 

 

 

 

 

「デモプログラム」起動

時に検索したユニット

を表示。 

ユニットの入力

接点のオン・オ

フ状態を表示

赤はオン 

ユニットの出力

接点のオン・オ

フ制御 

ユニットID=0 

ユニットID=1 

「入出力モニタ

ー」の起動 

時間毎に変化す

る出力パターン

の選択 

一旦 Demo 画面を閉じ、Monitor 画

面中のユニットをクリックすると

そのユニットのDemo画面が現れる
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８．３「Web-I/Oモニター」 

 CD-ROM中の「Web-I/O ﾓﾆﾀ」ﾌｫﾙﾀﾞを開き、setupを起動し、ｲﾝｽﾄｰﾙ後、ご使用下さい。 

 ユニットを現地設置時、現地調整時等に動作確認をするために使用します。 

 対象ユニットのIPアドレスを指定してアクセスします。ユニットの名称とユニットの持つ入出力接点情報が

モニターできます。また入力系のユニット（DI－,DIO－）に入力接点を仮にオン・オフすること、出力接点

のオン・オフ制御等ができます。 下図はDIO-8/8(E4)をアクセスした場合の例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   下図は画面と ユニットの

入出力接点との 対応を図示

したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットユニ

ットの IP アド

レスの指定 

ユニット名称 ユニットへの

TCP接続 

ユニットへの

TCP接続の切断 

この色は

ユニット

の入力チ

ャネル 

この色は

ユニット

の出力チ

ャネル 

入力接点の6,3 ビ

ットがオン 

出力接点はすべて

オフ 

入力接点を仮に

オン・オフ可能 

結果は左側のモ

ニタ画面に反映 

出力接点をオ

ン・オフ可能 

結果は左側のモ

ニタ画面に反映 

接点入力・接点

出力モニタ画面

仮接点入力・接点

出力画面 

入力接点 
出力接点 

入力モニタ 出力制御 

出力モニタ 

仮接点入力 
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第９章 パソコンへのイベント通知 

ユニットのイベント通知機能はマスターとスレーブ間で行われますが、パソコンとスレーブ間でも同様の動作

を行わせることが出来ます。パソコンから弊社製の関数を使ってユニットの接点情報を監視する場合は、ある

程度の早い周期（100mS 程度）のアクセスが必要でネットワークに負荷をかけることになります。イベント通

知機能を利用した場合は、イベント発生時（入力接点情報の変化時）のみデータがネットワーク上を流れるた

め、ネットワークの負担は激減します。 

パソコンからのアクセス方法は以下の様になります。 

パソコンからユニットに対してUDP接続で接点出力情報を送ります。ユニットは自身にUDP通信をしてきたパ

ソコンを記憶し、イベント発生時に入力接点情報をパソコンに送ります。また定期的に接点情報をパソコンに

送ります。定期的な時間周期はユニット設定で行います。 

一般的な通信のやりとりは以上ですが、パソコン側はユニットからの通信を時間監視し、通信が無くなった場

合、ユニットの存在無しと判断します。通信の時間監視はユニットの設定項目の監視時間設定でおこないます。

必ずここで設定した時間よりも短い周期でパソコンからユニットへ情報を送ります。ユニットがDI系のユニッ

トで出力接点を持たない場合も、情報（ユニット側では無意味な情報）を送ります。 

また一旦ユニットの存在無しと判断しても、定期的にユニットへの最通信を試みます。これがないとユニット

も通信先のパソコンがないと判断し、パソコンへのイベント通知を行いません。 

通常のユニット間通信では送信パケット内に独自CRCデータを埋め込んでいますが、パソコンとユニット間を

この方式で通信する場合はCRCのチェックをしないよう設定項目で設定します。これをしないとパソコンから

のデータを受け取りません。 

以上をまとめてパソコン側で必要な処理は以下のようになります。 

１． ユニットへの定期的および必要時のTCP通信で接点出力情報の送信 

２． ユニットからの受信（イベント通知）を待って、受信データ（ユニットの接点情報）を処理 

３． ユニットからの受信を監視、一定時間通信無しでユニットの存在無しと判断、必要な処理を行う 

またユニット側での必要な処理は以下です。 

１． イベント通知項目で”X”を設定。CRCのチェックなしの設定。 
２． 必要に応じて監視時間設定をデフォルト値から変更。 

この処理はマスターユニットがスレーブユニットに行う処理そのものです。違いはマスターはスレーブからの

接点情報の一部（ビット指定で指定したビット数）しか受け取りませんが、パソコンではスレーブのもつ全ビ

ットを受け取ることができます。 

パソコンとユニットのやり取りは以下のように図示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニットは２台のパソコンからのアクセスに対応できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web-I/O(E4) 

必要時＆定期周期でUDP 通

信で接点情報送信 

 

必要時＆定期周期でUDP 通

信で接点情報送信 
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接点情報通信用のパケットは16バイトで以下のような構成になります。 

 

    ユニットからパソコンへ送られてくるパケット 

0 0x70 

1 0x00 

2 ユニットデバイス番号 

3 デバイス区分 

4 ユニット ID 

5 0x00 

6 CRCデータ 

7 CRCデータ 

8 CH0の接点情報 

9 CH1の接点情報 

10 CH2の接点情報 

11 CH3の接点情報 

12 CH4の接点情報 

13 CH5の接点情報 

14 CH6の接点情報 

15 CH7の接点情報 

 

 

 

 

    パソコンからユニットへ送るパケット 

0 0x70 

1 0x00 

2 0X0E 

3 0x00 

4 0x00 

5 0x00 

6 0x00 

7 0x00 

8 先頭の出力CHへの接点制御情報 

9 先頭から2番目の出力CHへの接点制御情報 

10 先頭から3番目の出力CHへの接点制御情報 

11 先頭から4番目の出力CHへの接点制御情報 

12 先頭から5番目の出力CHへの接点制御情報 

13 先頭から6番目の出力CHへの接点制御情報 

14 先頭から7番目の出力CHへの接点制御情報 

15 先頭から8番目の出力CHへの接点制御情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン側で利用するのは接点情報だ

けです。 

接点情報はユニットの持つCH数の分だ

けが有効です。 

接点情報には入力の接点情報と出力接

点情報を含みます。DIO-8/8 の例では

CH0の接点情報は入力接点情報でCH1の

接点情報は出力の接点情報です。 

この部分は固定データを

送る 

ユニットの出力接点をオン・オフ

制御するための情報 

ユニットの出力CHの数の情報だ

けが有効 

ユニットがDIO-8/8なら左図の8

番目の情報のみ有効 

ユニットがDO-16なら8,9番目の

情報が有効 

ユニットが出力接点を持たない

DI-16なら全情報無効だがパケッ

トは定期的にユニットに送る 
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第１０章 ソケット通信 

Windows 仕様のパソコンからユニットをアクセスする場合は、弊社製の関数を用いますが、Linux、その他 OS

からアクセスする場合はTCP のソケット通信によるプログラムで行います。WindowsOS の場合でもソケット通

信でユニットにアクセスすることも出来ます。 

パソコンからのアクセス方法は以下の様になります。 

１．TCP接続（コネクト）の確立 

 ポート番号はデフォルトで10001です。 

２．ユニットへの接点出力情報、又は接点入力情報の要求コマンドの送信 

３．ユニットからの応答の受信 

４． TCP接続の切断(クローズ) 

パソコンとユニットの通信は、上の１から４を繰返しも良いし、１で接続を確立したままで２，３の処理を行

っても構いません。接続を確立したまま処理する場合、４の切断処理はなくてもユニット側での時間監視で強

制切断します。またユニット側での時間監視で通信が無い場合、出力が強制的にオフされます。 

 

 

１０．１ 接点出力指令とユニットからの応答 

 

パソコンからユニットへ24 バイトの接点出力指令のパッケットを送ります。8-15 バイトが出力ビットに対応

したマスク情報で、16-23バイトが出力接点の情報です。マスク情報が’1’のときに対応する出力接点情報が有
効になります。全出力接点情報を有効にするには8-15 バイトを‘FF’で埋めます。ユニットの機種により出力
接点の数が異なりますが、出力接点を持たないところのマスク情報は必ず’00’を埋めます。例えば DIO-8/8 の
場合、有効な出力CHは１だけです。このためマスク情報の8,10,11,12,13,14,15バイト目は’00’とします。CH1
の全ビットを有効にしたい場合は9バイト目を’FF’とします。 
パソコンから接点出力指令を受け取るとユニットは応答パケットを返します。 

 

接点出力指令パケット       ユニットの応答パケット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 0x21 
1 0x00 
2 0XFF 
3-7 0x00 
8 CH0 出力マスク情

9 CH1 出力マスク情

10 CH2 出力マスク情

11 CH3 出力マスク情

12 CH4 出力マスク情

13 CH5 出力マスク情

14 CH6 出力マスク情

15 CH7 出力マスク情

16 CH0 出力接点情

17 CH1 出力接点情

18 CH2 出力接点情

19 CH3 出力接点情

20 CH4 出力接点情

21 CH5 出力接点情

22 CH6 出力接点情

23 CH7 出力接点情

0 0xＡ1 
1 0x00 
2 0XFF 
3-7 0x00 
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１０．２ 接点入力指令とユニットからの応答 

 

パソコンからユニットへ8バイトの接点入力指令のパッケットを送ります。これに対してユニットは24バイト

の応答パケットを返します。応答パケットの16-24バイトがユニットの接点情報です。接点情報には入力接点

と出力接点の情報が含まれます。ユニットがDI-16,DI-32,DI-64のような入力系のユニットの場合は、接点情

報はすべて入力接点の情報です。またDO-16,DO-32,DO-64のような出力系のユニットの場合は接点情報は、出

力接点の情報です。出力系のユニットに接点出力した場合、確かに接点情報がユニットに届いているかどうか

の確認に使えます。またユニットがDIO-8/8,DIO-16/16,DIO-32/32のような入出力系のユニットの場合、入力 

接点に対応するチャネル(CH)の情報は入力接点の情報であり、出力接点に対応するチャネル(CH)の情報は出力 

接点の情報となります。 

 

 

 

 

接点入力指令パケット                ユニットの応答パケット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 0xＡ1 
1 0x00 
2 0XFF 
3-7 0x00 

0 0x91 
1 0x00 
2 0XFF 
3-7 0x00 
8-15 ー 
16 CH0 接点情

17 CH1 接点情

18 CH2 接点情

19 CH3 接点情

20 CH4 接点情

21 CH5 接点情

22 CH6 接点情

23 CH7 接点情


